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1・噂くの月是態祖異」二對するラマン幾果・

2・ 重い水蒸氣の ラマン穀果▽

3・臭素の螢光に於ける同位元素の影饗 ど潰 .光作用・

4・ 質量3な る.Hcの 巫.成友ぴ硫認・

.to.X奉糜硝折に依る液慍構造め性箕1二闘する.現Atの研「.

究..・

修・鐵磁性及鐵(1,■)酸 化物の構造に.就で.

7・波動力串的效果と水素同他元素の反鷹龍 .尓

ε・水棄原子ψ再:蒜合遉度.
　 ロ

y・lO:,ψ 存 竹三に於 廿 るq.【 t)と.Oyの 反 唹 ・
.1
燭1・電 水 中 に於 け る黼 塘 の變 旋光 の動 力學 ・

Il・ 水 穃 液q .収 晦 に於 け る.容搬變{ヒ の 一般 的 特 性 ・

12・i、9表 面 に於 け るN蟹1.}と1ltV'1反 懸 ・

1:L炭 素 の 燃 境 速 度.

i横 顯 啄 齢 力峨 τ・
工5・1、1.にi容解せる氷素の塞動.

lf;L礁 瞬 を踊 する吻 活灘 鞦 σ'附

IX.Nlt`レ3に ょる水蒸氣の活性化吸管.

ISI蝉 即 層勳 騨 〔」
.〕節 飛畩による 氏.

lg・ 金屬膜のSCit的 性質 〔薯〕Pt.膜 の電氣的状態.

20・ 電解 .
.Ni薄 膜の電氣織

2L放 射性膠質の性質に就て;Bi(N`㌧ 』 の與ふる膠質 .

濟 液に就て.

22・ 凝 圓の動力學・

23・念癌氣體反麒蓮度の新測定法・

卜 永 の探 騨 異 噛 す る ラ マ 冫歎 果

Lt:・hw・Phil.、 竃"9・・17,u】::34( .ni;a)・.

水 分 子 の會 合 に 就_一ct+kの 沸 晃占.氷 鮎 ・ 密 度 等 の 研..

窯 の結 果1 .二.fk4.従來 能 く唱 へ.ら れ τ 來 た處 で あ.るが 木

報;4c.於 て ぱ ラマ ン帯 の 研 究 に 依 る ら亦 能.く.之を娩 明

.し得 る、こ…とを論 繁 し ‡;もの で.あ る,從 來 液 體 の永 及 氷

の ラぐ ン帶 λペ ク トル に就 で はL.R.kao{11}2Sr29μ

に 就 τ:はK面 脚(19_y);¥i・ …(lsai}.罫 働 ・叉

.電解 質 溶 液 の
.濃度羅 温 艇 の 變 化 導 が.ヲ・「.'-・ スペ.ク ト

ル に 及.ぽす 影響 に就 てt3Raa(1暢0151亮r13ch(fsau):

i.・ri・Fsheimbk5・Llisisch:jleycr(脚 一an)..等に働.夫

々研 究せ られ て 來 た こ とは 銑 知 の 逾 で あ る・ 而 しτ 此.

.;導1‡凡て 夫 々.の幣 ス.ベク トル を測建 し てゐ るの で φ る

が,叉Ilame及KasI旦DI(19=;11は 水蒸 氣 に麓 てEv=

IIIYSiicni-1な.ち 釧とき9マ.ン 伽スペf・ ト.ル線.をゆ胆襞に 渕 定.;

しτ ゐ る・ 然 か も上AL各 著.者に 依 り得 られ た る結 果 を.

緤 合 一括 す る と き,.水 め各 状 態 に.於け.る峨 ペ ク トル帶.

のkに 【ま種 々 多.～.の伺巨類 力`存在 す る 二.と.とな り,そ

の 原 因 匚就 て は 未 だ.臨究v,f2地 甚t:多:き.も の が あ.る・

本 論夊 に於 て 著 者は.水 分 子の 三 角摸 型(二 專邊 三角.

形 の 項 點 に 酸 素 原 子 を,.巌 邊 の 爾端 仁 水素 康 予を 釦 く.冫

及 其 大 さ を考 察 し,そ れ.よ り得 られ る振 動.と 赤外吸 收

振動 との 閥 の 関 係 を論 議 し,水 蘿 氣 の 場合 に は;u..出6

c,6・21;W;液 儒 の 水 の場 合 に ぼ;:.2.97,.6」1卜..を 夫 々

其 槻 常 す る二 墓 牟振 動 とす る と.き,測 定 せ られ たる 水

の スペ ク トル 吸 收 帶 は 夫 々能 く某 計 算 値;とr致 す る.1

其 中 只 だ一 つ,液 體水 の 場 合 に望ミは!t.る 箕 測 帶.4・7μ

の み は 其際 畭 外 例:と.しτ 肇 され るの で あ.つて,水 漲 氣;

に は此 吸 取 帶 は 麦 書読れfi氷 の 鵬 合 に は更 に其 帯 は強

.慶を 水 の それ よhも.墫 丿こす る.皀 卩.ち液體 水 に はIH窪qL

%aる 曾 合 分 子 の 存 在.を推 測 し,氷 に於 て は更 に 其割 合

.をre加 す るlcUtS生 ・幡 結 果 な りと.考へ て ゐ る・

ト,難駅傭 ご盤鷺驚 瓢1禦

蓋ご蹴 墨騰 £鷭撫 隷 驚7劉

赤外吸收帚測定値に夫 々相對應比較するとき.,赤外吸

收唹 ける二個の肇2・6吸6・21ig.の 存在に對 い ラz

ン・.ス.ベクhル に於てf3,.約yｵ.附 近 にY一 個の帶の

みが之に對懸す るの.を見る.二とが出來る.・.次表は此三

組の騨 黝 め測定値を夫 樹 照碑 し#・ものであつ

て,,豪 中'ノ.はラーrン.・Xペク.トMよ り・うい は赤外吸

收帯.よ.り3aた.る振動の渡聾をである』呷.儲『波數の頑;下括弧.

内にに鮎職 にて之に}q鴬 する.赤外吸敢波鎚 を4記

入してゐる・

水の赤外及 ラヤ.ン振動懃(cm一!)

vL' り
層

'
.
"
曽

ソ 5.》
v3' り4

.
V電ノ

」

{
!

衄
雪
弓
1

」
ヨ
」
1
ー
.蚓
】
曙

V

159丁 一
水 蔆 .氣.(ase)

37:3'J..".fiSG

一(2」66)(2・ 〒4)

i

4

4

1

■

一(抄 蜘 一



1

o

物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1914))

」
㍉

●

54 抄 .銑

響1'
O
●

Va' v霊 73♂ "{ YA'

1639

水(液 體)(6
.1j一

…381133613433
-3682

一(s.u)(2・97)(2,9工) .一(2・79).

氷
aisa.一33皇1一 一

一(3.73)一(3.01)
.一 一

給 晶 水

1850

(6.08)

.ヌうs7

.(6.30)

327A

(3.05)

3?】6._3416一

(3.72)一(2,…f3)一

X495._

一(ssc)一

帥 ち.5・26F附 近(Hettner.の 假 定 す る二 個 の 墓本 輝.

動の→づ)唹 け.る耕 琳 曙 灘 るラ.v{}91ば・

緯での各状態を洫.じて'全然客を認むること.を得ないの

で:あ.る.が,.ar附近1二於て134て の餐状態に亘bて 兩者

欄 磨すE二.と が明かであ.る.・面しτ著者は此3・1騨附

近のラマン帶はB:26ｵ帶 のncertoneと 之 を見敗す二
.との困雛.なる理由を考察L

,.水 に對して得 らnる ラマ

ン帶は凡τ其蒸蝋状態に於ける ・2・無 糠を生中る振動

.に靨宥せ しめ.る・ihiして水め餐牀態に於ける上蹄i動

數を…比較宀吃するとき,..そ.れ等柑互の閥には鍛戚に於.

τ甚だ しき相逑のあること.明かである・印ち永蒸氣の

ラぐン.・.スベクトルには 酌`365弓 αh-1fiE!Rき 線 を

竃砺 液髄水にはLY=3?lhb1:43;35S2cm司 なる三

成分よh成 る非常に不明瞭な..る一つの帶 を見る,今 其

第≒鋤.Ev=356?が 永灘氣の:v=36uoと 胡近似桁互

.に.闘.係.をオf.する.とするも栂殘.り二つの振動に就ては新.

しく.例あ眈明を必嬰とする・」叉水が氷に蓬移したる揚

合1孀Ev=R650cm一1帶 は之に存在せ斜 此處にも考

察を琴するこ綱 榔 ある・鵬 著X13此 導の靴 を

單硲状愈iの變化のみに俘ムで生宇.るもの とは考ムるこ

と押 轡 ・紛 柏 艦 構 嗹 催ロち.別噺 しき

分子集合粥の生成を假定する;と.に 依b‡ を訛明しτ

ゐ.3,121[赭 叡 勅 碧 滯 の載 分 謄 舗82課

翆,.鋤 ・r1..に 對 レ夫々H,G,(IT.Uj:及(H・o脾

る會合分予を對懸せし:むるもので,蒸 無駿 態 にて に

低(り2及 〔H_Ohは 非常に優少のみ存在 す るが爲 め

勘≒鵠踟r1.な るラマン纏を生じ,液 雑に於τは分

手φ三穫頬が凡て共に存在し1氷 に於τは灘氣に相常

する痕動鍛は全処存在せ・靱.律 τH迎 分干は全然存

在せざ.るか,叉 はラマン・.ろペク.トルにTk4'clは 檢 出

不熊の程度に之を含有すう1ζ止ま.るものと推定しTh

る.ヌ 結晶水化物の結贔水の.ラマ.ン・スペクトルとし

で熱 れるEv=T:10・34喰m卩 τなる二轡は亦液鮴

の椿321ち 及34蕗 に相當するものと見做 しゼ從て(FL

{、)3及(恥Oh分 子に歸因して生かるもの.なるζとを

推定 しτゐる・(萩 原)

.一、、.rw.κ. '㎝'一 齟rr「.齟 、 一

2.重 い水 寨 鋸の ラマ 冫效 果

R.W,Woo司,Ph輝.itec..45,732;1(1934)三

著 者 の 覦 制1'呼.ド 眦45,392,1魍 ・本誌 ・第

八巻 、 第 一 楫抄 線 參 腿)の 蝦 餓 と して 其 隆の 髄 を箇

單 に洫.催 した る もの で あ る・..前羯li550'a.る ラマ ン線

は其 径 吟 床 の籍 果,.實 験 の課 認 な る こ と列 明 し.皆者 は.

之 を取 淌 レで ゐ る・.然 し蒸 氣 の 描 力な る螢 光 の.爲 め甚

だ し く實 瞼 に 園難 を感 じた 由 で,Vnviulガ ラ ー を脳

板 とし τ 使 用 す る こ とに依 り漸 く其 結 梟.を得 τ ゐ る・

液骼 及:搭獄 に對J加 と し て次 の 結 果 を得 て る る・

1{2〔』,1.P

IiYrii=

匪 剣 液.艘'
_6id

-s601

A_fiSa

Yili

街Cross及VnnVl6dkに{罫 …り理 論 よ り瀦 算 され.たる

1.「QltIに 對 † る 計 算 底 は2720・ で あ る・(萩 原)

.
曹'..鐸'."甲 昌.齟(ダ . .}.、儡.

捧 麟 の 鰍 に即 嗣 位 元 勲 脚 嫡 半 糊

}LJ・Pl凵m置 巳y,['hrs.?Nel㌦,45!虻}78一 一84(lt3墨)」
　

多くの嵩原子分子に就で壁光 スペクトルが研究せら

れてゐるが,氈 中1#及 びOtに 於 τは十分なる.分析

が逹げ られてゐる・著者はi!と の比較上1麹 の螢光

を研究し・同位元素の存在に.よる雨者の相異を明かに

した・

轟さ7eein.の 菅申の..Brt.蒲 氣を1.【9燈 を以.て照

射 し直角の方向よ賊 光ス.ぺ外 ルを撞脇,.鹽 化 名
コ 　　セニヨ　

オデム溶液の濾光舞.を以τ,線 の單色光54GO.74の

みを刺戟光皴とレτ期う.た・螢光スペクトルは刺戟光

よbも 長 波 長 側 に 幾組 か の 二 重 綴CJevons'Repo「ton

一(抄 趨〉一 一
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一 り一

:なつ て
.現は れ,橡 計6系 が得 られ た一Aotistnkes.線 も現

ばれ る.・

最 も強 い 系 はtSntist6kes..綜 を有 せす 二粛 線(そ の 問.

隔 は;.1.5伽 一1)の 一 方 の 波 殿 は 弐 式

"一;・、=i9畑L22-s23,Sl(vt(+1)+lnor(・"+蚤)2

にτ 表 は され る・Jevoas賢 於 け る振 動 常 敬 ・・te":3L)・?・

S6iM'ttOe't=1.15と 比 観 ナ ち と上 式 は よ く一 致 して

ゐ る・ 叉 吸 收 ス ベ ク トル の研 究 結 果 と比 較 す 都 匡に ょ
り

つ て 刺 戟 光5460。7λ を 吸 攻 して 行 は れ た分 子槫 移 は戎

ftの 如.くで め.る事 が 分6・.N動 恥 軋・'.・lt}を以 て 喪Sま.

1紬 岬 ・CDint・micMnleculg.p.231.卿.tlの 二樣の颶 処 すrと:ρ鵬 に 赫

系 同位元素 振 動,;;;廻 輔 枝

1

1

匿

W

V

19,81

8し51

1n,8蓋

79,79

19,81

(19,1})

(撃,1)

(艶.1)

(21,0)

(2】,0)

R(3)

R(li)

P(w)

P(.a}

R(7U)

し,廻 轍 の.0内 は廻纖 千Q'<1"で あ る.巨防

1,の 燈合眦 べて1遍 炯 位元素を有するが故に・

非常に狹い纏取色緩 を用ひτも容易_=系 を綱截する

事を得た・

一般の螢光現象と同樣に,恥 雪螢光は壓力數mm .の

と.き.に最 も弧 く,そ れよb壓 力を増rtntる にaつT+,Y.

度 をbra・ この舳 は 亠 は淌 光 作Hl{・lucncLing..eR-

ecり.に 上.亭と些 に,一 部 鉢 分 子 が 螢 光 を再 び 哄 收 す3

事に.よつ.τ覇めらnる と.考へ られる・同一峰件に於て

は.Lr,の 螢光は1.の300分 の一の強きである・之は薊

韓光め賊收係鼓が小なる爲 と,勳 包せられたISr,分 干

の生命.;が 長いがξ虻にquenchingを 受け易いの とによ

ssの である・Cい 蛹 都.卑 べて更に吸收徽 が4,

さいので・麗絵的に螢光 を觀測する事は幽難であらう

と考へ られるが・實驗的に.もfl,の 線線を用ゐYL'r_

の楊倉のsin倍 の露幽を行つたが襲光を麗め鴛かつた.

(北,ID,

4.質 量3な るHe.の 生.成 及 び 縮 盈

W、:】.`且caknry',(.LP,甑rbweh,W・W・L・tier,

P・.「ら:Bmyth及H・P・..SmyULPhya・Re㍉46・.

si
.(lti:N)・

Oliphant,1{artecI【 及Rutherf)匸dに ょ り τ 震 水 素 診.「.

重 本 棄 め.衝 撃 を 受 け る と.き・は(本 詰 第S卷(紹)as頁)三 欠

(1)∬+D讐 冒脚÷耳1
.(
2)1翼+1}=H歯+n靈

著 撫 は嘗τ重螺 嘔=於;儲 高電燃の放電(SOkc,

・ii「帆)に よつて, .蝋 鷹1こ.よ つτ鱒 磧 罩 な.

る超重水素'Fを 質:Yakz一.ク1・ルにてse.出したがド今
.
回は同襟の發置を以で 質量3な る^リ ウムHタ.を 見

reさ うとしたものである.先 づ駮時間・放電を寂りた

重水素試料をion。C.{h`.bを 以 で水葉を出來.るだけ除

き.,之 を質量 スペクトル1こかける・同様に質蛬3な る

[Oiイ 才ン及び.】.1【尹イ}ン を陬別するには,イ:.'ナシ

鞭 罐 雄 橘 蔚 のx#nY一 の軸 匙」しで刻
.すと
,明 力.・に1匹♂iオ シによる影響が題めら遭し.たゼ或

.の窪度の影響 を現13ずxaの 分壓は
,擁 測一ヒto-IJ皿田

となる・之を元の試料に就て換算すると,Ilreは 元 の

痢永素の 馳。轟 冊 韋成 されたことになる・

次にlid及 び 賢 なる原干核の崩墺に鬪 して安定度

を樵査 した・21iち之.を含替試料を計數器にかけたが何

i蕁 拗 搬 は竃 め られ な かot=か 、ら・ その 齢 に剛 しも
:外 と もtos" ・t"であ ら う・Pt二 榊1レ ほbll£"p:

轍 され る・ドが 推 測 きれ6h:,ttlkz・ ・:クトn.1=劫

て は.H囲 の 生 成 は 犂 あ られ 馨 か つ た ・.瞥通 の ら リウ ム

;.天 鰰 唹n6U・.:,1・teの9在itti・ 恐 ら 惜 し存
　 　 サ

:在 す るとして も夫菱F及 び不す琴下であらう(北川}.

一 广」一.一}P一 一'".一..丁.'～.一.}へ 「..、

5.X線 廻 痂に斂る液贐機遒の性質に闘

すa現 今の研家

G.¥V.Stewart.1:0Qoid-7...67,1a6-5(19.ｰ.}).

.液鱧
に网しτX線 廻折研究の縞果は種々なる興味・

.ある冏題に網れるめで.φる・帥ち液艘は其の分子が一

龝の擁列群か ら成立.して居 ると云ふ事が明かにされ.た.

:ρで.ある・然 らばこの嗣 は桝 しなる瑚 糊 磯 鰹

的序列に過ぎない.か碕夂準績晶構造を#,Pつて液饐.中に

分于力を現は しT_kdる.ものであらうか・現在投々6知

浅でliの カは全 く知 貿 ある・耐して又 鹽甥 燃 ・・

iacLe"の 欣態は液醒の性質を研究する上に於て非常に

重大である.筏 々は:良斯 ど鋒體,液 體 と.圓畳輩は向標の

叛似惟を持つ ものでφ.る事嫁液saと 閲撥に於τは屈折

攀 鮒 蠏 嵐 灘 韓 熱が解者大なる鰐1が 無い事か:ら

吻かである・X藕 麺折の實驗は常に比較的長時間を要

toの で,あ る躙 唹 価 髄 購 細を知棒 ξ許

ユきれないが統計的に構蓮は結騒に相似である・廻析 ろ

一(捗.鏤)一

隔
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ド.クトルを見aと 或る粉末昧績顔ξ伺探なLる卸寰(δ絃

體に於τは廻折蔕が略結晶.と.同機の角範圍1.こ現れ.るの

聯..Rnnnl及.网 ・・は永の葡 ・齔 鎮 劬

く論 じてノ轟う・即も.彼等は温度に依つて變 る.不趨則な

る四配位の構遣 を提灘 して居.る・1・..4。CU下では氷一

鱗瑞 石ぼ杣似2・40(1-200。cで 星零石英に楯似;3・.t)oo。

一制oo9.で はアンモニアに相似なる事を見出.し τ居.

る・液rat4於 τに籍晶の廻折スベ クトルに於ける線の

位置に.帶Φ羝生する楽は液假構遮が正 しい緒最楼造 と

相遽 して居ゐ事ド旅因するもρであ らう・苳かかる液 .

膿 の構逾ほ温度 と輿に徐々に變 る.のであつτ例へば1水

鮎近 くの禦 ‡氷の糊 腑 載 耳 く一寒した構造を示 レ

て居 る・液膿構潼に關する見解には叉究に蓮'{る 操奪

もの もあう1・倒略 液胆は整頓さ」1韋分rr講 蓮 を持つ多

くの部分セ.有して飛る・.而.レてそ.の高い整頓・穫度の部

分賦常1:三少い整櫞 度へ惨るもOで φる・換.計 れば

同一部分ψ型に止まる亭嫁な.いと云ふのであ乃・以上

の知き二つめ見鱗はX線 的研究のみでは何tl..炉正 しい

か解 らrs:砺 併 レ液燃構造の存在O ..tc驗的謝 遡1ま琴線

及電予廻折の研究に依つて爲されで届る・次に簡單に

現識.までの研究結塒を越べる岑 とす.る・①分子間凝聚

力は若 .し廻折角がooに 近づ くならば結品の場合に等

しい・②緯1"及 確盟の廻折1ζ互に殆・i;上緯め闘係を拮

つτ居る・◎非報方惟物質に適切な分子措造.を示すの

である・例へば正 アル?ホ ルとiE一 鹽墓脂肪酸のN線

廻折め賓驗縞果は 【:lls一墓が附觚訓Lる と分子の長さ

が墸加す'る.楽を示層し忙・.此の時幗は變 らないと云ふ享

を見たのである.・④炭化水素鎮に於七炭素原手に佐つ
り

て占め られ..4・所 の長 さの測定は.1,2{.、に奪る..⑤水の

上の正一r駁蕃酸W膜1こ 於て分子の横斷面の画積は丁度

X襯 折に俵つて決められた所では分子が邁當な翻

を爲 して厨.る参 らば長分于の幅の長さのfaitの 臓 とr

致 する・.@混 台・溶液の研究繻果蚊固滴體の簡單なる場

合と驚 く.可.き一致を示す・⑦液鯤の樽造にな同時に三

つ叉肥 つの空剛 鄲 性 を現財 ・②X鋤 掴 究の振

i鵝 嬲 嶷総 騰 鑿讐轄欝1
るX線璽折の變化は上述の液聡構造の推論.と一.致す

る・.⑩液9kriNYiPoFiに桝 る彫 蜥1お つ嘩 細 ・{

塒 幅 葺つの99?i.な極畑 を示事.鯱 刊 詠 鍛及

爨鑓 貧嬲 雛麗鑼 贐ll
現はす事が明 らかに.された・Tiし τ⑥ と全 く同脚 二.固=

コ 　

嫁早一分子に解離す.る慕 を見tliした・上述の實驗結果

から液髓にぽ俳列 を持つた靖晶構遞に大體鮮#所 の一

つの構造が存唔…する事 を證明.すろ事が出褒 る・更1=晋

者は廻折曲線の強度の環治的計算を行つて買瞼翫 と一

致する事を見τ居 る・黼 灘 に`‡移動性分干劫 な

る.`℃ybひtagtiSFh《…G測ppc開 が 存在する・(川 北)

　州 ～'　 ～"'A

6・ 鎌 礁 性 及(1,1)鐵 馘 化 殉 の 構 遖 二就 て .

A・Kr3曝 ..7..P)iysiKt;11Ct"・ 〔ls〕,26,59-62.

(tg:':9);.

最 近TFtc∫ek盲 〔Z・n鯛 し〕■.罫噛`.:ltt・111,.2.15,2野2(19・::ft)〕[二

依 つ て 纖(島 の ・酸 化 物 の 合 成 或 はT-FO〔}IT及1:e,

(Oll}tを 用 ひ て 〔licrrllicmot}t〕11の 合 戒 に 閑 し τ 報 管

さ れ τ 晟 る.・.⊆Fel「(Felllt.,t)t〕nの 構 迚 に 開.し て は 陽{

オ ンの 位 蹤 に はFe`i.が あb分 子rl。に2F直 一2(レ 結 合 即

呪)/.＼

ち_Fρ1・'e一 が 存 在 し τ 矯 る,拝 が 罅 徴 で あ.る と

＼(/

/し ＼

され τ 願 る」1ヤ3馬 の鐵 磁 性 は こ の 一1'?Fじ 一

＼o/

コ

の存在に依つて詭明 されて居 る・この時上下の1.1原子

が縦軸め方向.に廻欝する.亭に依つτ兩鵜の トヒ距子は

非常ド接近 して來弓のであつて鐵金屬の磁性に關する

理詒に叉新 しい一つの進歩を典へるものであらうと考

へ られる・(Feπ【Fellto:h)nの 構造は現在下証の如く

考へ られて居4・(肉 太字で番かttt;0原 于を除く)

x
l.》/＼

り_Fe_貳}_Fe_し 》_.Fe._0一 ドe_O

llll

.遡寧t.4～相｢Ai'Eを示すのであL⑭(L鴨n団be.嫁 一

女iE.アN7.ホ ル と正炭琵水素は混和熟の測定から純瞥

磁 継 三蜜 于にRAし蛹 搬 催 しめ出 合に

heVU

ii
xUr_)紅 。」.

＼IF
e＼o./

1♪

I
F'e-O-Fe

l亶.1＼
`ニレ.∬7{'O.O

III/
Fピ ー く.D-r.

「
.
＼0/

x唱

一 く抄 繰)一

Fc-O-Fc

i
,.ム

丶L。_FC

る
1

/σ＼ 】＼
Pc一(1-PcOIlk

iiii
(.)〔., .Fc

iii
{,_Fe一 庇一1・'¢ 一1.}一 己唾_(:」.7.幽e」 〔レ
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鰭 ゆ 騨 が正…Lctす.碑 らば之鰌 醂 刻 の囃 式帳 《之等.と.一致す・も.ので鋳

57

6事 に 依 つ て 四つ の 大 タ=宇 の り原 于 を取 りT-Fet〔為 に
.
な る ど考 へ.らtL・'る・ 此 の 時上 記 の鐵 磁 性 に1對ず・る考 察.

を 以 で ずれ ば 冑相 奮 強 い磯 性 を示 さな くて は な.らぬ 事 .

に.な.る.・所 が 實 際.Baudisch及Weloは1925年 に.i"90.i、

.よbT-F吋)羅 に:幕 移 す る 時 最 大 の透 磁 拳 ゼ・f:F一曹

.3639と.云A ,N(を 得 て 居 る:・..司様 の事 を」又.HeπO巴 ごn及

廓「ilylnぽ.見幽.レτ 居 る・②.一 方 ヌ.浬元 .を行 つ た際 に は .

太 交 字 の:衄`レ.源子 もx印 め..{}啅 子 も共 に 潰 失 レ鐵 磯 性

綜 減 少 し最 筏 には 尋 に な.・る可 き:筈であ る・.かか る亭 は

;耳i!p賦 :及Be罪 τ にec .OTFe(.1・1)酸 化.物 に於
.て .FeO含tth;段 々増加 す る際1:za磁 性 が 上証 の 如 く

.1'tu少1し終 ド は 零 に.都 し く.:なつ た事 が 報 皆 され で居 る.・

この 場 合.R..S6hehk..Piagmann,"latbevvsOtl.pたU,」 岨o.

.漂.Fo・te等 の 研究 者 に 俵:る とFe{♪ を 生 か る.ので1ま無

く しで"iilStit椙 に逾 す る の.で.ある と.され て 居.る.か.ら

.上灘 造式の樽 物.つ 原于及.x印 の=o原 子 を漱

骨しめた.る.鳩合はかか る半貰を明縮に設明する:.も.の.で

ある・嶼t寧 の考へで.は」「の汾 干ltntMが 自'出に動

き.得る格子を痔つて居 る.とさ.れ.τ居.る.が實際.心 「ゐbj爵:
　 　

及ObeThf,tTerl:依6と.W瓸5ti【 相 のFeO構 造 の 覗 明1

としTか か る考へを最 も浦切な ちとし'c7Sる.w轍1一

IHtt=4f及 三慨の鐵を含む16i一'g明 の埋である.が上奢己

W構 造式E3之 を如宣に.物語 るものであつτ所謂Pe〔}

.とP
caOaの 固溶髏であると云ふ考へを一暦明瞭たらし

'めるもの である
・而しで 〔匣H(Fc川O盛 ン・は 四つ の

・醐 双醵熱 を持つて居.LEAへ6h3か2ｰの 對醒

素の振動は.濫度め上昇と共に.墳加し終には多 くの1.)原:

認幣灘謹翻幣讖 蹴雲セ1詔
と織 磯 姓 が淌 失3る ・.そ しτ かか る分 子 は 最 早 や2Fビ

,20鯖 合 をxrし な.い,

Fe一 監)一Fピ

ii
{,D

ii

9-F←)一Fe一 り一Fc一{一一 卦ヒー …

II
UO

I
Ne-U-Fe

上 圖 は降.イ オ ン◎位 匿全 部 をFcLで 置 換 した分 子v;

(川1ヒ).

㎝ 響 馳 岬 一　

..臼
7・ 波 動 力 學 的 效 果 と 永 紊 同 位 売 素 め 反 雁 能 力.

GE.翠.Ita、 、コ 及G.11KAcn.'frane,F"題d.

$慮 ・・50・4:;x-1:3(ta:a)・

蝶 の雕 元素の化黝 性費の差鋤 弛C洞 雌 粟
に於 けるよ.ns大 セあ る雲はそ.畷 量の比が丿くで.あ.る

琳か ら古典物理で理解出來るが化學的性質を)著しし〕差

を説明する事は出聚ない・粒子の波勤性を考へて.はじ

めで.之を蛻明.する事が出來.るGJで講)る・

反睚生成勃 と.反慝物豊の零鮎二客ルギーは反懸の活

性化手ネルギーを墸滅する・D化 合物に.比嚢茫.しτ1{牝

合物t3そ の曽髭エネル ギーがかなり'大であるか ら.二.の

着が反驪 度に縮 の影響を夷～る獣 灘 出來るが

{Q.磁 この他に所言齢 ンネル效果の大小を考へなけれ

ばな'一yip・全 エネルギーの等 .しい粒子についτ考f.fF

iLLeQJx4ル ギー障壁に對する透遏李は障壁の厚 さが

薄 く且粒 干が繦いほど大でφ.る・著者は圃ξ)如'き對群

撃

.な障壁を考べその高さ
.i;:及

び彫 さ.Z..が髄 の化學反應

に於て考べ得 る.程度のも1の

匙i;就 てH .及びDの 透遏攀
uｰ一 ψ

を計肆した一今その透過崋

亅騨 を趣 る粒子鵬 蜘 麟 要・嚇 ・防W

を未.々G・(W)・caw)餓`乢 厨 の全 エ.N.ギ ー

を.、、幽とす れ`コ「こ.れ.等め 透 過 琴睡はし、つ れ も 、V.力置ノ」、∫な.る

蒔 は著 し く4・で あ る.がWと 共 に象 激 に壌 加 しW..が

Bに.等 しい 粒 子 に 對 して は略 々τ[・5.とな りWが 今 少 し ・

大 に な る と略.々1と.な る・3CG}i(W}'〔'D(W)はW.が

1}...1二;遲いliiを 取 る時 は 殆.ど.Jで あ.る.がW.が:4・ な.る時 郎.

ち無 溢 に於 で は 非6に 丿{きいヌ.鱒嘩 が厚 い 時 に もその

1diは大 とな るが こ の場 舎 に は.ト ン 挙形效 果 それ.自鈞 は 、

小 で あ る・ 反 懸 漣 度.に及 ぼ す透 遒 率 の 彰髫i.を計 るに は

な るx*ル ギ ー を宥 す る粒 手 の 轂 に'G(W♪;を 乘 じた.も

レ ・.をwの あらゆ・値・・つ・τ纖 す鋤 鞭 魴
る・4xル ギーの分配がMesacil.の 法剿に從ふも

ρ:〕と.すれ畧詮 腱子の幾パーセントが障麌を馳 す多か

を容易に訂算する事が出來る・著者はII及Dに 對 し

諦欝よ蠶撫 ζ奪課 。隴難1ξ描 篇 誌翻農 」謙鵜望
上報告 さ.れτ居る・ヌ.田Ipertに 伏 うとこり僚な酸牝

揖 は.2Fρo・.輿q・ であ.る'と報告 訓 可 居 るか ら壇

哲 ギ.吻影響雛 桝 欺 爽賭 算の牌 の一細
rta.
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障 壁 の 高 き

1xlll一 」=EISS'mole:

1x川 」126㎎ ・'m。lc.

囃 ・副 温 度i
一
。
A2

.試

278
4i3

m,;

i73

ヤ
・

一
-

窪

鶉

2
勝

ら

6

4
呷

り
,
1

り

金夥を通.し.ての瀰散或ぱ電解によつてすa水 素同位元.

素 の分離を11と:Dの 透過率の違1;よ つて説明し得る

としでゐ'b侮 水素同位元素の典 る二三め反慮の反慮.

熱 についτ逵べてゐ弓」(田 村)一
8・水慙 子席 結含澱

IL'JI.Smnllwmd,T.Am.Chem.Soc.,5&

1542「9.(1934)6

水 素原 子 の 絡 合 速 度に つ きて は 多 く.の研 究 が 今 まで

撰 表:訓1Ti$る が1鰹 寧IFi=於 げ 硝 果 購 三 蜥
.突蹴
よh期 待 され る.が如 き蓮 度 大 を與 へ てrya.る・ 其 處

で 問 題 に.な るの は 此 め4_於 け る第 三鴉 が原 子 か 分

子 力・或 は器 壁 で あ るカ}と 云 ふ こ とで あ.る:・著 者 は特 に

齣 目舫 爲めに脚 深 ・r齣 る緬 蓮度 繍 定 し

た・そ担 嫡 動法ド俵れば共の結果の翻 に多くの困

難が慱ふがちである・

壓力勸津に使用せる壓力計はSlewa「4500σ ・Sri.

Imtr, .7,斗7(assn)〕 と.同様のものにしτ壓力變化に
.

廊 誚 孑鯲 の瞰 を光肺 にて鞭 し之れを[i嶋 鼓

形輪臨二貼n付 けら'.したるEr感 光紙に自働喧駈にs己鏤せ

しめる襟にし.た・水素原争はWood.法 に俵つて得 られ

たるもの1ζしT,11?0-30%含 有 の水素 を箕驗にaし

た・凡τの貰絵は箏繊 は.lr,ｰCに τ行つア;・

計算法 上記壓力變化.の記鐐より告時間に於.けるPH

は容易に求められる・此れよh次 の如 く反顧癌度を計

.算する

一 晝i'h
.霈1く、〔・.り・÷K,〔1・ 〕・+,:,〔Hj=III:〕 …(1)

1遖 麟 脚 ・.醸 の繍 妙 三

次速度恒数b.が求めら.れる.
へぜ　　　 　　

實廊 課i(i)二 参餓 をq
は圖.墜も示されτ居 る樣に装

置の連續的便用に儀 与澣次減

坐し途に零になる.こ./とが解つ

た・塞禦Lを通 しで装置を洗ふ

とaは 再び大になblll.を 含

む.H2に で浅ムと再.ig零1:ま

で践少する・Hfもa.を 小に

す.る=作痢が.あるカ～1・1を含む

nm・Ht ..に針 して蓬iか1こ及ぱない

と云ふ・.韵のA・.B・C・D・ は此の測定前の前操作を異

にして得たる=ものであつτ直線左端畷 匝は未 々二次

及 三次慨鮫を表ほす.d(li)♀6『.及15。 の反驛速度を比

較せるにそれは鰍 誤差の繭 内にτ轍.し た と云

.ム・敬に活性化工.ネルギーに恐らく零であらうとした・

(丗)再 縞合による後輝現象を欺 ・共の色鰯 黄色に

しτ100cm以 ↓ も損散.し1分周、も繼纜するもので.あ.る・

特に水分の.含量が大なる時には10分 閥も績 .<..ちの で.あ

る.と.云ふ・

考桑(i)實 驗 方法の捌 本研究に於τ反寒鶴 の

環度 と原干の濃度は容器全畳豊に亘つτ一樣であるとし

た・地の假定が正Vい か否かを熱騨 式を月1ひτ檢せ

るに睿器中心の温度は欝壁の.そizよ りも僅かに3。C大

である二とが解つた・叉同thltし てHの 濃度 も場所

によbτ 差異がないとしf居 る.(ii)He及 翼の策 三

體 としTの 能傘の比勲.a=o.な .…る時の三次恒雖.b{挙絢

.bO}よ り濃度を單位 とせる恒敗.K,を 計算する..と.Kt=

1・7×1eLficc;mv卜escc-1と な 葛・此の直越著者が曇に

得たる最値 と‡<一 致すると苹つτ.居る.〔」・A:n・Clletn・

駄¢・・5臨,1!)85(1929)〕.圏め寅驗Dに 於τ外掩法によ

る=の 決定に0ゐ程の誤差が入.ると.しτ"<◇.φ とし.

b=54.k1FQ,1'f==0.480mロi .とす ると(2).式 よb

Kノ梶>50と な る.即ち原于髭崋は分子のぞ.れよb.も50

■

4

』

.
■

6

■
昌

昌司㌃ミ言

㌧丿'A
/

メ舶

;#

轍 露_
S%

/

o

∠

ご〆搾・冫イ
」

0

ナ耗
opoa-omoqaiu

第一項驪 魂 としτ舞 を第二及第藪,ま 夫。原子1

及分干を考へて居る.・.(1)}軟の如 く變形される

雫 輪 ・轟 …}恥 纛(ti,一壱棚 パ 倍堀 灯 あるこ.と力騰 ㈹ 樋 究興 ρ'
目露Pk毎÷bl、13

或 嫁

11
"( 　
嚇

('一)

)母 鵠+1躓P直(=り
ar

歓に 亠qμ糞)/aiと..劃 圃;於 ける平均』Pnと の闘係

!些 壁A迄 の結果を見ると此め第三膿 としての能攀に

lI.r:>Hと す るものもあるし反三購となつτ居 るものもあ

る・而しτそれに對する理飴
.も述べ られて居 るが奉亨ゴ

i決 定的のもめでi3%iい ・ 吐れが解決陰今後の研裂に待

た.ねばなら典.～:.葦…つて居 る6ヌ.瀧 助法に.よ..δ結果 と.比

鞍 し本研究のK2電1・7×.1ρ16と.略々よく一教し#繊 を

を書けば圏の知 く直纏.となる.縫 軸上の栽片よリニ次1得 てゐるが其の兩者の間に相當の鵬 のあるのは概微

・

●

∂

一(抄 ..織)一
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))

一
〇
甘
5

「

にあ姦 ≧
,してレ確動法1二.於りる蒜果より第三膣の相對

能'sを 求 めんには擴散a流 速等に〕特別の考慮:を要する

と云つで居 る..(李)

へ"一 酬 國

.9・邇 酸 化 窒 繁 の 存在 に 於 け.る.メタ 冫 と酸 竃 の 反應

R.G.¥urrish及1,¥¥'allace.,Yrnc.k・ ・∫,S6c・

〔A〕,145,307=21(1934)・

FnrrishtGri(fithは .萌1;..2H,+0,の 反 磨 を¥U.

の 存 在 に於 て 研 究 し たが 著:醤は 更 に(コ1噸 十〇2を1F1い

てNO,の 童火 溢 劇;對 す る影 響 を研 究 した・ 連 鍍 は

NO2 .z.b.生 じた る0よn出 駿 す る もの と しτ次 の機

構 を考5た ・

di

)a

L)

0+CH4量CIL+H含('+48.000ca19kI

CH.,十Q禰 自1.ICO十 〇 ÷15.ODOc罰15k。

q{{十 〇 十X置CH3QH十X'十88.000(aBk3

0÷ 羣旨…面 昌 圭{)2十59.000ca15k4

NO。+{垣NO+Q,+47.000callk5

1'

….、(、
,〔kk1〔NO2〕 〔CI孟 貞a⊂C呈iの十k託NO嘩⊃十k4〔S〕).

鱒 醐 ・俶T瞭 畑 度・〔笥 は黄齣 蛻瀧 化
に對する因干である)・之式よ.n¥U.の 低壓の時は

㍗五声 緬 魁 蝶 藁,、・
る關係野求め られ・ヤ叉責驗箱果 とも一・致する;全 壓力

が高い時FS反 慮窗罍の面徑 心眩爆發温度に餘ち關係が

ないがレ全黙力が鍾い時は痴 師がisに 影響すみ

1.
Tｫ一
log+・ 表はされる囎 塊 .・i_S)

触 ≠rr7定 ・・鯲 贓 ・・鮒 ・・.

己,

1NmhocfEer.7..physik・Chin.〔a〕 」iss.ユ 耳9-9

(tnsa)・

絃 類 の 變 旋 光 現 粂 は 分 子 中 に動 .き易 い 本素 が 存 在す

z.爲 めで 有 る事 は',9-Axに 認 め られ て 居 る・ 若 しか

か.赫 鞭 恥 水etc{fzづ 環 換 騒 塾
.轡 飃 獣

が如1何に髪 るかを見 .る事寄エ變旋光の機構を知.る上に於

τ甚だ興噸 る事働 る・輔 麟 を重水[二溶す購

り屮の燻 が.Dで 置換さ.才噂 み・葡飜 融 する・簸:

に依 ると五つのOHの 水素がDで 置湊されτ居る李

が脇 ・ そ二でLou'・yのdynawicisomerismの 定理.

とH蹴0π 竃hの 酸素覆説を用ひて葡萄糖の襲旋光を示

ずと次の如 くなる・

HOD

置1睾!
CILOD

HOIl

蹴控]冥
Cg,OD

1軈 激 は.・卿 の幅 繍 。。.,け,,ウ 。...

a}は 反懸の遒行b)は 蓮鎮の破壊である・之等の式か1

ら
E、

　 ド 　コ ロ 　

シプで測定せ られた・此の波長の光源ではホ と墮水中

にてα葡萄糖亜びに梺衛混合物に對 し比捷光度の差が

認められ無かつた.測 定め結果,あ ら.ゆる温度を薀 じ

「分子反廡で,速 度恒數の比 ㌧ハ匹は水か らLi7%の重

水に至 る迄1か ら0・316に漸彡こ減少する・然も纏粹の重

罵り詢

k盂 り=O・31Gは 濃 度 に無 開 係 で,地 れ は永に對する
ヨ

南 反 嘸 の 活性 牝熱 の 等 し い事 を示 す 物で 下 の 式が 夏 く.

實驗 と一 致 す.'

k」t=.e・14・10Se-1:●ue/P・T

.khteO・go・4・lo『・c-17。Xl1'/n'i「

1・i・360kca艮 の 協 墨ま1.ILLds`,nやK註 レatriGkの{ミ}ナ;直.と.

頁 く一 致 す る・ 然 し此 れ は ア レ昌 ウ スの 活性 牝 熱 で あ

る:が今1亅考 へ.られ る様 に,永 中 の 葡 萄籀 の 愛 旋 光 は 溶

媒 た る水 分子.と 葡 茴 塘 分 子 が必 憂 な 最 小の ニ ナ ジー.を.

以 て 衝突 す る毎i二 反 應 して 起 ζ と考 へ られ る の で溶 媒

繍 騨 蝋 力囃 い方が長.く・「定囑 齣Nり ・i嚇 慟 嘯 正をしなければならぬ岬 旗 のi化

1.二於 τ擾攻奪J.時 澄1を膚す・この濃度はス爆獲温度の

極少なる.所に柵営する。

之 よnOを 邏鎮の趨漂 としCH2基 をAtry'皐 な る機

構 によhよ く種々の現象を設明する事が出來 る事がわ

か る・(辰 巳)・

{蕪勲熏勲

細1・s(k/*,)の ÷ ・噺 す鵡 係圏を書 ・騨 俵

.っ て 得 られ る・ 下 の 式 が 實 験 と亘 く一 籔 す る・

… 』】F3.osao.・ ㌔11が 一s】刑 衂.(1)

:k・ 司 那i・1㌔ 避 一黝 附 .(')

彦轄蹴論 驚黨
一(抄 籔)一
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na、3(1934)

so
.抄

錐..

る・..雰(1)① よh

藩一司概 箒)遭 貯

は前蓮の麺 く温度に無開係のil。・瞬.り 匝を與へる・.今

若 し反廡汚晝下φ麺 くな.冨..とす る.と,

唖 嫡.瞳 紛 る葡離 分子の敷 置ビ音
一秒間の水及'塘 分子の衝突総數.

左邊の分毎はディ:ンスタイ.ンのブ.ラウン邂動の式から

求め..其 れから訳の式が求ま.る.

篭 一晋 ・(η■[.,OT/U..O)eV.eNT.

婀 式 ・rr・ ご.・q一 ・楓(糞 験脚 ゆ 瓮 一一.

lA:1(實 除値1.6り で宣なり貰鹸1血≒良 く一致する・(但

し 田D:は 重い葡萄糖分子の重さ)・ 此の活性化熱に於

郷 鋤 補 永分子の雛 鋤Sナ 弘 め差 と同 じ大

さの提度で有る.事は持筆す.可き事である.(仲 田)

～

!1・率離 の飃 に㌍ける容積變化の噸 醗 性

∫・」;S雌1a輪1頃 ・Z・ 坤y5i瓦Chem・ 〔A〕,董69,

705-iiし19=撃)・

儲 は 既 にINO。 叫C幡1睡S6砧KO珪

Ss(.)li・NIJ3の 夫 々の 中Xl1FEF .医.に際 し著 しい容 積變 化

明力叫こ錯 鹽 生成 の壽登蝶 と㌃な.:る・(詰).苳r卜 性鹽2卑 共 に 對

磨 す る:酸・(或は 鹽 墓)..のluire.poucliercndめ 濃 度 の 溶:

液を混す鵬 合ξ挿 膨農を示すが之`≠醸惚駅 或は肇

基性鹽).の生成によるもので地場合敢縮を示せば斯か..

礙 の獣 し据 ない事砺 す・伽 蓄宝・・粗1・ウ
ーIL.SO .i(Ln)で は ムv歪 十3・3cc.で あ る が.¥a.tilla

(o・むm)一N・OI王(1吻 暢兮は麟 性鹽無き故にム恒

O・Occで あ る・以上の實験.を更.1.二系統的.に甦め.る.時は.

他の物理牝學的方ff.と同標に此容積法 も湾液め研究に

役立つ も.のと考へ られb(松 画)

～_^{..r..

(_s..:c・5%)を 伴ふ事を見た・雌揚合[c.¥a鹽 崇成1に 特殊な考案が施 されて居るだけである

の時は容穫堵加を.示しVIII鹽 生成の時は容積減少を

Tし .止』」甘灘`‡膿皮に殆.ξ.上匕例し1'[一i3COp¥a,acoo::,

生成の揚合は膨脹に極大lz>Tし .たr

縮 と.なつて現れ膨脹の揚.nと 同樣一定の簡單なモ声濃

12'銀 衷 面 上 に於 け る亞 酸 化 窒 素 と水棄 のr雁.

A・.i=.L'rnUm準C・ 、匸・T6azker=」 ・Am・Chen・ ・

tioc.56.1300..4(IA:;4).

か つT著 者の 一 人 、.IAnton .及共 同研 究 者 は ⊥9表 面

_ti-r【.9と 賎.やCOと.〔 二㌧ を作用 せ.し.めτ超 る反 鰹.

の動 力學 につ い て 研 究 し をの 逋 度 は あ.る一 定 量 の 活性

化 ヱ 扣 レギ ーを 持 つ ナニH2.或 球COが 吸 着酸 素 に 衝突

す る速 度 に 等 しい 事 を 見 た ・本 報 の 目的.は.,o十n..=

1¥,+H.U1)7 .n1=.も 同様な,磯憾で準寿か炉」かを昇.よ.

iと すろ書こある・實驗方法は流動法によn.そ;に 生嬢

され る水を・_llg(coo)聖に吸收せしあ水量を知つ.て反應

.の 進行の程友を見るりでφ.る・.装置1よ普通に使用され

て居るものであつτ.唯 觸媒ω温度を均一に保つたあ

胸媒}まwit報

と同機に ・、g2∩の沈澱を】norで 還元 しτ製 しi_SL1

で二つの鵠分に分 ち動力學夜唆着め研究仁使用 した・

反應溢昆度}ま6qoよbユ8⑪o迄 及んで居 る・本研究全彊豊を

斯か鎌 趣 纏 囎 蝉 癩1こ.6噸瞰 陣 ・轍 の繊 ・嬾 ・fi・嘸 聯 短

峰O鵠 孫耳於で極小を示す・かか る濃度をkorrrspmi・

dierenJ ...と 云 ふ.

著者⑳策驗ば夫a500ccめ 海液を混合・し.1000cじに

励 諮 蘿 船 ・をsoｰ.で蘿 応 其㈱ ・as

と(1)3A%dる 物 軍又胴 一獺 の混航}蠣 ね辮 を

示レ繭鹸 御 灘 の髄 の大 な耀 著レし・轢 を示

すが此モル濃度が導しい時は一般 に之ES極 小となるか

叉は收編を示.ぎな:い.此 藤化畢的相互fk111可 能性.を

無 く..する爲濃度.を小にす.うと.鍍縮は非常に小となる.・

(2):.狙 畢兮に.や て鑼 が明か1・生成 海 備 灘

ン、は「.a($.im)一Ldl.(1.9m>¥aCl〔 ξ》m>一Z.nCI_(昌m冫(茲.

に 醸 は毛。ル濃度).に 於τは夫 々 ムr齶+1σ」2`ら.△.e

+豚 吻 却 く一樣に蜘 長を舞 的.る・因て此除め膨晦は

に行び此にょつで必要な補正を施.し擦

實驗締果(り¥,U.分 黙 の影響.3-1.Gの 過剩に於い
"Sd)の 分壓を變へて實驗せるにll

,Uの 敦量はこれ

に無開係である.鋤:分 つナこ・(ii).H、
.磯 の彰響トN.、・

dap

ゆ 鰤 影響嶬 入坤 噸 ・・.醸氣:納加.・
r:所牧{産は減少する・即ち抑制伶用の現れる事を見か

(i・)難速麟 一以上の戦 め 郎 ヨ麟 獣 式で.

示 され るとし1=.

旧k_里_.
1十:a筆'・、

装にr『 定常状態に禁τ10分 間に生rる 水量@9),

旅,盂3碗 砂 とitea>r7atE入 時の李葡壓.kレ駕 一艇

激 によつて定ま.る{晦:貸tよ 醇 かれた計算値は

の過 剰 に 於 でH.,Uの 救 量 ぱar,分 壓 に.比例 す .る

'一(抄 鐐)一
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匸

軸 一 … … 1 、↑

貸聡織課」よil求 められ・るそれとよ
.い一致を示 しi=.雇.

鰐繍蠶灘浜獅憾
と計 算 され る・〔yり水 藻 煮 の 吸 若.=,上 式 に於 て 現 れ で.

居 る"とU2〔.)の 吸 贊恒 温 式V・ ・`』=V%p即+apレ 中の

aと 比 較 す る ため に水 蒸 氣 の吸 管量 を測 定 した ・ その

量 は 著 者の 一 人 〔11〕及Fai;inの 測 定 せ る もの と略 一

致 した・ しか し その小 な る吸 蔚 駄 を測 定 す るた め に は

の蓮嘆弍を=gym,兩 者を組合せτ次式を得テニ。

為一…審=
茲にNoは 醒素の据散薀度・1娠 は酸素の分臨Piは

攝教暦に某ける.不活性物(生 成物)の 尉鼓李均臨 窟

は全壓力,Dは 酸素の擴散係勲,Xは 厨の厚さ,dは

.炭 素球の直谷…,'1㌔は炭素球の濃度・'「は穏の鞠 温度←

写ミ.ξ‡反磨の活僧」.化工ネル¥一 である・

本 狛[驗 に 使、剛せ る装 麗1ま餘 りに不 丑三嘱 で あ るた め 上支区

の 比 餃 は184:%;か つ た と1…つ で 騎 る・(監'iり丶f,の 分 解.

=一N窪(,と1i2の 反 懸 機 講 を うかyふ に は 何 う して も

幽ぎρ が觸 媒 に對 して如 何 にf1…川 す るか を 潟べ な けれ ば
…

な らn・.著 者 等 は之 を研 究 しτ(つ 分解 反 懸.(;,〔.レ

=2N2十(PΩ はcn。 の 知 き低 温 に 於 て も起 る事(ロ) .分

解 産 物 の1)巳 は:¥gに 吸 密 しN堅`1分 解 め 抑purr用 を な

す准 彖c.の 活 性 化 吸 奢 を も抑 制 す う寥(・ ・.反 晦 女.

@｢tiN3に 對 し て 一 弐 な る二q;.(轟)此 等 の.事責 、xh

¥,〔,ri次 のH@likiこ よつ て分 解 す る もの と しtこ・トこ=(.ト=

N。十UaAY:11、Ld5十¥,i)=V,十D:.,

考 察2一 上;usの 賞 驗 結 果 及1.r,と{㌧Uiと.,の

反 嘸 に 於41る 桐 似 に よ り膏 人 の 場 合 に訂 い て 反.應 は..

¥,U.N含 十〇調s,ユ}ユd蔦+x,_i.Ll)な る機 構 に.て進 行 ず

る もの と した。しか も儀 渥 に 於43る その 反 慮 蓮 度 が1ち

及1}ユ の それ と略 一 致 す る事 を 實験 中[こ礁 め て此 の 推

定 に根 掠 を 興へ τ居 る.そ こでA獣 二吸 著.され た るFG:

表 面 に1=汰c・aな る活 性 化Sル ギ ー を持 つ たH。 分

子 が衝 突 す る時 に反 感 が 起 る と しで 】lid。に 於1ヴ るk鐵

よ り酸 素 の 吸 着 ノミ面 斐渡(反 懸遒 行 中 の)を ・求 め る と

12cm2と な る.こ れ は あ謹X川 冒尋㏄ の 蛟 着 に相 常 し,

H.及 馬 やCO及09の 場 令・に於 け る輦〔.よ7も 非 常

に 小 で あ る故 に 朗 二 者 に 於 け るが 如 き簡 單 な衝 突 理 諭

ば この 場 合 に は邁lll出 來 ぬ と云 つ て 居 る.(糠 国)

.噛 却}"鬯 曽昏.r.τ り 、一 ρ'亨....F-7.▼.響.押,_

IS・ 炭 累 の 螂 煥 遑 度

c.、i.r..,1.LD醒i§,及1.r.c.H帽 腎igInd.

1{n塾ζ・(=11じrll・26,749一:a(】93{)・

炭 紊 の 熔 嶢速 度 を 決 め る らσ》は 表 耐 反 應 め 蓮 慶夫.自

功か ・ 或 は 喪醸 を包 む 生 戊 物 の 暦 を洫 じτ酸 素の 裘 面

に擴 散 す る池 度 か 何 れ か 一 方 に よつ τ 衷 は 詞1るJUI

と滲 へ.ら#t:る ・

鄰 は 先 づ 職 の 飜 鰺 へ 其 期 を包 嬾 卿.

へ 酸 棄 の 擴 散 すゐ 鑪 度 を珊 納 に 導 き、 女 に…臨 反 感

上式に示 された如{燃 燒漣度は酸素の分壓に比例 し

τ齪線闘係にある事は實驗的に縮められた.

買絵方法は炭素球を熱天泙の一方に吊 り.一 定の癌.

度で酸素氣流を通 じた反懸管の中i二入れて其震量の時

偖】簡變鎚を米擧的方法によつて記錐した・

上式を實験的に置明する爲に楓々の硼係を代入 した

:締果次め知 .き貰総籍果が滿足に祝明せ られた・師ち楓

散が燃磽蓮度を支配する温度範肉(高 溢)に 於て,燃

燻遽度砿酸素の涜菰の1.1・'1～O・7架に比例する寓・久炎

商友懸力.「速度を支配する.濫度範剛(IObO『 以下)に 於て

.は亅5。上る毎に燃燒速度は倍加す.る事.うく櫨散が支配　ゆゐ しユ

す苓漁度範薗に於τ・i燃焼速度1よ.T～T};比 例 する

事 之等の事貰は皆∫璽諭を支持する棟に思はれるが,

燃燒速度の絹對硫は擴散層の厚 さ.擴 散係數等の1直に

假定,或 砿近似闘係を多 く入れねばならなかつた亭か

ら正曝な施が幽甑 虞い範閉に幽τくる事を留意しな

をナれ港まな らな し.%

F..著 者 は 醸 素 が 蟹 散 層 を薀 じて 直接 炭 素 ど作 用 す る も

の と.考へ た が.尉 の 覗 と して 炭 素 の 表 面 に於 て はCOg

レの 還 元 が 圭 と して 行 は れ,生 成 され たCて)が 接 敢 層a,

中で 酸 素.と牝 合 してC{.〕:と な る と云 ム 規 〔IIDrLea「id

9・Fhuw,anロrProc7亅nl¢rn・COT+1」IlituminfiusCoal,2,485

-509(1932)〕 に反 對 しτ ゐ る・何 となれ ばCOtの 申

で炭 素 を加熱 せ る藩 果 と著 者 の 如 く酸 素(空 氣)中 で

加 熱 せ 弓綜 果 と比 鋏 しτ ・ 此 兩 者1二蔚 る しい 差 の あ る

.峯か ら推 旨.され た譯 τ あ る・ 扨 て,炭 素 と酸 素 とが 直

接 反 懸 す る もの とす れ ば,初 期 反 應 の 虚.成物 はCOか

.鄭 ま.:COI'か 又 は 爾 者 が 一定 の比 でtli來 る ものか 一

.之は屡 々議 論 さ れ る問 題 で あ るが 納 矯 を下 †事 が 幽來

.なか づ た ・配憲 川)

　… 　 配岬一 幽曜.

14r継 晶 類 の 反 厖 能 力 に 就 て

.K・Fi・chl・e・k・1・・1・ ・n・t・ube:ai・:S・1・ …Z・

正引ek巳τochヒm・ ・40,517-22(1Q:U)。
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騨

一

氣波膚帽か ら遮噺 誕Lた 固棺系じ於て化學反應が行

ほれ る場台・,モの固桓系.の一.成分の4!(4$十ki.二於 τ反應

蓮度が著,レ.く」曾大す6事 砿屡 々死出されYる が・著

遘等は更に固mが 氣櫓叉は液帽と.反懸する.nに 就て

考 へ られ る.

ds1
需k

`haz}L

atは 擴 散 の 抵 抗,ト は 界 面 反 鐵の 批 抗 で.ある.實 農 的

.覯を鰰雌 確 ・の脚 ・輔 律職 し1眦 賦 を燈 す覯 凄脚 邸 卿1棚 撫.

て先づ簾.に就て實驗を行つた幕果を此巉1;報{号してゐ

る 。

磁 伽 一,..鵬 が齣 輝 、り敵 吐 。如副

なる疹を項づτ現れるか と云ム事 を最 ら簡朋に知弓寧

に鐵を觸媒.としr流 動法に俵 るアシモニアの分解を行

つナ・ぞ.の線 睇1即 郷-膨 一湘 働 二醗 す

る900。附近に於て屈曲黥を生じr;.卸 ちこ.れ.叢;俵つて

豫期の如 き韓移點に於ける反.賑速度の異簸」骨大は蠶め

られなかつたが,・勸 ㍉ 舳 準 ノ・てより融1で 励

從つτ輔移鐵に於ては反懸速度が不蓮撮的に愛fヒすろ

.事がわか乙r一

ア

　

ア
ン
モ
昌
ア
倉
観

暴
響
%

T

ra

a

温 度.噂 一 一

、

T

(■
腐
蝦
畜

謬
晉
}伊3

＼09傭
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亨↓

第 一 凋 箏.二 圏

次に種.々の氣體酸牝劑.α)9・H!O,NO1`㌧S{工 言に

、依つて鐵が酸化され.る場合を調反たが,此 φ場合は蘭

記の觸媒反感 よりも褄雑であつて・鐵貰1駈は酸化膜で

.召[ぱれ
曜漠懸が職 農する爲ドは簸素夂は纖がその酸化

.膜を擴散.しなければならぬ・從つτ一一般忙斯かる被膜

を生幅 齢 の反臨 度矚 蠣 散灘 瞎こ佞つて左右
コ 　

され,眞 の界面反應の蓮度は振散速度1二比して遖に大

き.な..も.め.拷へ触 でゐる・然し今の齢 鰍 の結果

を見るといつれの酸化劑の轡合も(飢 し9,の 籍合は
.ネ縞晦 .:so.め場合ぽ鬣化が皐ナざτ不明)第2餌 の知

き形.とな り,徽6搬 のみが全櫛 反嵯諏 を支配..

今 るもあ と..しτは嗣:明し得ない・第2圓 に於て癒移鮎に

櫓常す.ろ渣麿に現れ言曲織の飛踊な8う しでもユ餓が

Y織 に比して.よ61反嚥 し1{1い爲 に.s:亡i.不邏練貼 ど解

痔 しな.砂ればならの・熱 しなが.ら吐の措合捧散め彰馨

鷹 篇 認鬻 墜 麟 間と共に㈱.
斯くレて全盤セ〉反感遽度に撰敞の抵抗と.眞り罪面反

応の抵抗 との和に俵つて決定さ.nるから次の蓮度式が

であるが..1'leOに.{推.る酸化の場合にほ明かに上式 と一

致する結果を示.した・

爾若者等は}恥 ψ%に 侠る酸化に於て全 く.同樣の

1霜 巣を得たが廻に諍麹に研究中である.=(外r1∫)

YN」.一...酬',.'".rv.}… ゴ.■.

i15・?a:に 溶 解 せ る 水 讃 の 擧 勳

IK..F.1.lertferd及M.{ .翫餓:PI,cτt-lrh)Ter・

z.Phy5ikq・ ・m・ 〔1`〕1.26,LJous(1q・:M)・

{1",t¢ 溶 解 せ る 準 素 σト 錦 が プy.ttン(H+).1..縄 子 」

に 解 離.し τ.屠 る.二.と はGκ}hnに よ つ τ 實 驗 的 に 得 ら

旨Lた る結 論 で あ る画.Fm血kは 此 のll← をP覧 しよb引.き
　

離 す に要.す る仕 事 をK;e;・y-Pto7nssに よつ τ;忙算 して

騰 。。癬 。。、.。し。。。、理、、由　 　.
度電 解 負 渚液 に於 げ るDehyc・11ifckelの 理 諭1こ於 け る

が 角1く.此の場 合 に..もプ"ト ン.の用 園 にF1/1tr電子 が 密 集

して 居 る=と に よ 褞 の 」し≠二・糧 交の.目的 は 古典

統 計 學 に 立脚 せ る1)ebye・1'lii£ke】.の理 論 をFrmii.統 計

1學 に従漸 皖 珊 で麟 しYhづ 〔1〕飜 な.き時

1
「

i

'

F

.

C-r.・ ・ギ蜘 自s7に.蜘 ギ.U
吊 遷 となるp此 底に於てRは 丁度正 イ才ンと

.
其 の周閥の電チ奚問の李均距離の逆鼓に相當すること.

の臻團生成(み.hwannl,ll唖h!ng),及上 記 口+分 離の仕事

を計算 し 〔1り電流の流れる時のプロト.ンの速屡等を

霊t算・理『為とするにあ..る・

〔1〕 電流な薹」壁一 正イオン(1.「り

の縄邸 二は負 イオ.シ(電子)が 密集し・負 イオソの周園

1二はiI三イーhンが密集す.るもの としτ・正:.ゴオソ及負イ

'tンの廟園に於け多ギアソン方程弍を作lb夏1二李轡蜂i

件(師 ち養柁于の靜電氣二皐ルギ。と止學ぎテンシヤ

ル1・ の和は一定)を 止れに賦興すれば此め嗣式は

1:童二畿 コ}一(t)

とな る..茲 に於 τ.ヅ+及1ゾ7は 犬.々aE負 南 イtvo

觸園 に於.け るs'テ1シ シ ヤ ル に して

v.Ts・1…'{(du_a..)『1+(一 誓)一`}・.(2)
ロ

マ あ る,lt争 及P_は 夫 々正 負爾 彳オ ンの化 學 隶 デ シ

シヤ ル.rpは 濃 度.(1)の 一般 解 を求 φ て,更 に疋 イ

一(抄 錐)一
馳6
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一 一
が解 る.今(1}正 イオンは古典統計學負イ オシは.Formi

統 訂學に從ム`.の とし又〔.宣り前者.に對する後者の比f3

.串来 る樫 儀 い1と し,(iv)Pt.1原 子 は 向 由 電 干.一 個 を 放 出:

す.る.と すt■itiJx=L7:;冫 ～.亅`1HeTn一㍉U富 コ6し2vu賦:… と な.るr

り

礎つて正イ.オンと電子雲間の距轢 球0。S8Aに して1}而 τ

ず♪第一牛徑 よbは 大なることが解 る・(IV)の 暇定の代

bに2個 セ」電子を放出十るとすれば..Uは 》'穿 倍大と

なtJ.F氤nk笠 ∫そ.れ.と遲fポく二とを見 る.

〔"〕.毓 墨 外撫 厩 の系{';電9一・・](・轍 坊

◎

陰

83

〔泣 意)原 交 の(R)yyV7rN邊 括弧 内 の分 母;8rと あ

.る は8r.の 談楓'・.一}

物 よ4b小と齪 レ働 温隙 電予眦 熱燦 舶

向)がf憐1す る時に1ま上記ヴ尋及 ウ_'は變化しτ ヅ侭,3の 擴散が行はれτ居るかを定め.る

y"と なaと 三葦二丶らh.る ・'今 〔1〕餐;於59る 假 定C1一

伊}に 從 つ て正tオ ンは絢 一 に分 詫 さ れ てartaa.の と

し,從 つ て 負 イオ ンの 周園 に 於vTa此 れ が 集側 生成 は

ない もG1と 一rるド 然 らi3T{「 オ'1ンの 蓮 度V+は 次 の .如1

く興 へ られ る..'.・

1}一 ÷ 〔L一(9瞰 いシ+")
,』 〕C・)

'rは 抵 抗 係數 ・.負{オ ンの 蝣 合 に は此 の 外 に 瀘 度 の衲

違 に よ る擴 散 ヵ宝存 在 しHFる か ら・ 其 の 痙 度 式 は次 の知1

く與'、 られ.る..

・一一÷{eE-easd!t〃 《 砦)・ … 〃一÷〕

P+1+?P_IP+

但 し

β置24跚 。_

(a)に よ り附加 電場 の 強 さは 負 鼓(即 ちE:に 逆 方 向)

で.励 一fir:'一 β 箏 あ蔽 劫 な る.ことfi:

鱗 る.朗 者ば電子被穀の歪みにより,後 者はプ"ト シ

レ).遲動 によつぞ起 乙.もの とした.(李)

sp

一 く抄

・ 』4る

n"一+は 電揚が隼珊する鴇合¢)正r}.ン ワ)周閘にあ.a

負 イ†ンの数である.此u.diremen藍 を求め、更に電...

子のdJF4$li.程式 を邁用 し.τ鮭 る所の義に,正 イAitピ

銀點を有す.る座標系への座標穣換を行ひ,此 れの解を

求むれば

飼'4anｰ .(・+F_`+C)dar{一 ÷+XyC一 町 ÷ 甼.}

となる.。醜.に(3)式 の.iliiオ ンに隼用すろ附加電場の

強 さは1..「

(一"・ ・昭 ・),一 。一 一2轟.(Gt=`'+)…(4)

となn此 オ.tよリ サ争 を 求 む 毒.し巴欺 の如 くな るr

cE1一 β ..(の、畠十置

マ}～.幽 一 一r ..宀■...

16・ 石 英 磆 子 を邇 逅 す る 際 の活 性化 援 散 の 楊 構

R・1㌧1・耳…R:[Liド」♂..『Ciicm◆5ζII己,.:3iS-ss'(19:IA);響

一 般 に 瓢盤 が 固 嬲 内 を通 邁 す る場 合 に 二種 の 異れ.苓

機 構 即 ち結 晶 格 子 擴 散 及結 愚 界 面據 散 を 以つ て すaこ

とは/AI知 に屬 す る・ 叉 吸 膂に 括 性 化 吸 着及 職n・ICI

11'nnly吸 特 の 二 掻 が .あ.る.から茲 に四 種 の 籏徽 槻 構 が 存

fr:す る筈 であ る・ 然 しなが.ら實 際 に 於 τ 如何7j,る.w:.態

.二 とは享 實 上 不 可能.

で あつ た・ 然 る に 眉 英 に對 す る種 々のk斯 の 檳 散 に於

Tl3d6ftを 匿 別 す る こ とが 出来 る・ 何 となれ ば 之 れ 篭こ

對 す る手酳有3く斯 の晝廣吊ヒx達 然 た るrand.・r、 、▼・」al5.白5

据 散 で あ るか ら此 れ を薀 準 と しτ他 の 圃 散状 態 がauべ

られ るか らで あ る.本 報xに 於 ては 石 英 に對 す る種 々

の天 斯 の撰 散 機 博 を 決 定 し併 せ て その 癡 融:蓮度及 活性 .

化s{.ル ギー 蕁 を.求め.て居 る・

管 驗 装 置 は 石 英 同 心 二 重 管か ら出來 τ居 り内管 も.

外tir｣:fir.に 別 々に 壓 力 計 に つ なが つT)i/る ・ 測 定 法 は

クト環 翔;に あ る所 の 一 定 蹤i(jllmm.の コ匿斯 力躅に蹇1ご:なつ

・1爨鬻麓 鷺 濃黷 驚笠!鑽

.Q2・.NgA等 で あ り室 温 よ り 亅OtNIｰCl二 亘 りて 測 定 し

て 居 る・此aの 浜 斯 につ きτ の 測定 締 果 を.見る と.第ユ圖 .

解 圏 第 二 勁
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E曜1:撰 散速度が石英菅の歴購 に熟的融 によらな 冒

1い も…のと第2.薗 の樣 に非常に影牌 される.ものとがあ.る

(剛 に於て曲纏上の番號は測定贖序を示す.)・前者に密.

するもはの・亡1〕x.,,.H¢、¥c・一戔斈耀氣醴であり・後者に

屬するものは 〔互〕窒無,ウ 言,篤,A,等 踉氣體であ

つた・叉後者の婁合に於τ長哮筒9熱 處理により機教

1$f{の.非常に減少せ.る石英管の表面をHFに τ洗っτ..

や る.と演散逋度は壇大すること等 も見、た・故に.加熱に

侠る抑制俸用に表面埒融現粂即ち徴楼晶融着による.ら
:とが解る・⊂11の 場合にぼ第1圍の知 く直穣の傾新 に、

'」
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巌」諜禦灘 緊磐鷺 蒜饗蝪1響跨鷺朧 灘撃騾鷲ll鷲
如 くな5..,・stn・は他 の 研 窄 者 の 結 塒.と.tく 一 致 す る・

蜥 隻 捨ギ些 石 英 の 歴 史
し

Ho 解ooe試 り・11り1 加獻ぜる膓}化 なし
「

ti. .鏖9ど脚..

.1"1800D
加熱ぜ るもの

N驂 9150吐 西, (T'SalH1鳴n幅)の 糖 果

N。 3`3,000ク .

.

9⇔,900, 加3v6ifるL;1

(㌔ 31.400 加熱後UFに τ嬬除したもの

空氣 13.iO(1

22加os 瞭 せるもの
A 4&0`.岡.1少

8'.700 加勲 せ るもの

此れによb.て 〔1⊃切齢 には黙慮鯉にa5て 活性化

a:坏 鰤 るが 〔.置〕囎 卻 ま脚 る二Lb'fA

奪寮.以 上の事實より擴散に縮かに異なれ.る 二種

くDと 〔1)が あつτ.〔1]は箱融梼子蟹散で〔1〕は籍晶

コ

解 繍 は り!の それ.よ り も尺で.あ ろの に擴 散 活性{七熱

は略 同棟 で あ るこ とか ら ら擺 湖.出來 る・ 故 に瓦 て の箕

期 の 石英 に對.す る撰 散 は ・andビr.NVauls的 で あ る 二 と

が 解.る・

上肥 の エ ネ ル ギ ー考 察 に て.i短,NCtl12とN.],.1.㌧

陬 と三樋紛 ち拷 へて居・趾 れ・ま贈 的幅 囎

喰 易に騾 し得る二とである

.る・上u'Lの法則を邁川しτ同龝の4個 の原子よらなる

1赧 の峡 へ鰍 謝 り賑 の颯 の肝 を鮒 ける

界 薗 撰 散 で あ.る こ とが 解 る..一 般 に 前 者 は高 温 に て 彼

者 購 温 に そ 起 朔 つ τ 瀦 のrY1'1:1ヒエネ.ル ギ ーは 後.

者 の.それ よ リブこで あ る と考 へ ら～.しる・ 故 にit.,,He等

もsつ と低 温 に て は界 面{嫐 を しi:!る で あ ら う・第i圖1

に於 τ錮讙麟;で 直 糠 よ.).違 背 す るの は 此 れ が た めで あ

つ て 其 の 活 性 化xfiル ギ ㌘は .i:3Wcalで あつi..然 ら

ばNg,ぐ}2.霪に於 τも格干塀散がある笛であるが其σ}活

性化zネhギ ーの大なるr.め に起 らないので.ある.次

に知何なる歌聾にτ披散すqか を定める必要がある・

が あ る・ 二つ り 原 子 が.n3接 遞 す る時 の 作 用力C7法 則 は

R=1『R」 伽一ヨ猛ll一、厂 λ講 『616

にて.興へ ら る・E.は.ボ テ ン シ_t.ル エ 串 ル ギ.一.〉.,从

は 夫 々斥 力及 引力 に關 す る恒 數,Rは 二 原子 或 は 分 子

間 の軍 離,nは 物 質 に よ る恒 毀 に て 聡 と して計 算 すれ

ば よい.此 れ.に よ りて 同 種.原子 或 は分 子 岡 めL(卿

熱)を 達.卜算 す る.とrig13G,srura,】.i.szs・..N…1Gd【0・

・、2〔ti3ncalfm.」.と な る・ 箕 斯 石 英 間 の 作 用 力 が.ヒ記 同

種原 子 或 はa于 筒 め それ に 嶬 比 例 す るで あ らふ 二 とは

..上 の計 算 竃 に よ りHc

XeTl.及 慨Aをh同 種.に.考へ て よい.こ.と.力懈

時のボテンシヤルエネルギーをdi「算し':・IL{.よ る

二とEは4個 め原于の.なす画蔵の大さ從つて甚の直徑

(@Pち 穴の大 さ)口 階 彫 験.1tL.:tA;解 つ 亡壌

の大さに石英のそれに揃宿する値を代入すると實驗債

の活性化エネルギーと一致する所のEを 得たづ 郵こ實

驗伍の活惟化エネル十一上り穴の直徑を求めることも

1瞭 る.又 此の計算によい に,.Ke,ll,.等 は概 機散

が可能なることも解つr:・ 姿するに此等の理論的趾算

億(一iuま 摸型的 と.は云へ)と 賃験eiと が よ～一致3
ト

此'"・ 噸 聯 蘇 ルギ.一購 子・購 鰍 剛"こ 刺 るの1.t・anftesL'vadsue散 の繍 とな:6tの であ る・

つτ に つの部分か 斡 る.拷 へ る導 ち一は空閥因 防 英1二鰰 る愈 輙 ‡励 騨 に對 し糊 の:Pte・,vt).

子 であつて擴散県于,絡 子或は鍛緒晶粒子の間隔の大

さに俵づで婁 るもの・.他は蝶着周干ドしT吸 着熱によ

つて雙化す..るものである.,.16,.メc,lf.等 に於ではw_:

問因干は非南に小であつて.nr,Yc整 は仂瑰的吸特し

かなし得な.い・若 しも1.㌧が活性.化吸着をして居 るも

のならば抑 鰍 活離 蒜 ルギ'は11e・.M黝 そ

れ、よ り.も.禪}段.に大 で な け起 越1な らげ1・然.る4二其 財♪數 織

は略 同樣 で あ る・ 故 にII...ば..rtndcr¥¥:ialx:的 撕 散 で

あ る 二 凝 解 る・ 叉.・㌔..,:,,等 康 τ は 空 間 因干

は大であっτ。Mよ物理的吸着 しか しないのに其の活性

化エネルギ.贓 木でa;.る碑 二此の齢o・ 及N・ は

一(抄

魏とび}相逾鮎を舉げて居乙一(李)

...ぽ.、一 、.曹一 一.血

17・Al_0,に よ る水 蒸 氣 の 活性 化 曝 若

H『s,'fnv]ora八,J.;,川ld,J・.八m・Chel1し.

s姻;.,56,三t斗85-7(1934)暫

普 頬 酸 化 鈎 觸 媒 は脱 水 素 及 聡 水 の 兩 屎 懸 を誘 起 一rる

勧 を有 す るの で あ..る.が・.其側 セ・に 對 して:も.つ とiFi#

睡 あるかは繊 に「劫 で獅 も`ひであρて識 れ醗.明は觸媒の特殊悔の研究上興嘆深
.き問題と誓にオ翼ばな

ロ.t
)n・ 著 者め り 人 知ylρrは 曩 に此 の 問題 に閑 し,1.[:

の麟 澱 が1・,・のそれ劫 も小なる颶 戯 ・縢

.鏤)一一

'
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抄
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鏤 G5

反懲に:嘩夢}に働.き,逆 φ場合には脆ホ的i二f惨用するも

の.としc・driT/1@水 棄的に優勢に働 くZ㎡,に つ.き此の

理論の正し.きことを見たのである.a報 交の目的ほ肬.

水的に優勢に働 く,DLO,ARIk'に つ き此の理論を蛙めん

とするのにあつて,先 づH讐0蒸 氣がA1203」;つarr ,
.性化吸着をす.るこ とを證明 し

,次 に其の吸管熟を計露

し島 識 鵬 し義
。。燃 、醗1

免 の 測 定 に よ.る.もの で あ.つ て装 置 は 曹通.習 者 婁 の 研究

室 で使 用 され て ゐ る もの で あ る.ヌ.^1.OqliAI(NOy)s

十需NH尋q.【 盂祖10H、a十evil、IN(賑 の 反磨 に よ りて得 た

るaq(⊃Hhを 聖鵡 して 得 た る もの で あ る・ 卑 ・づ活性

,r吸 箸 の諱 明 と しτ 次 の 事 實 を畢 げ τ ゐ る・ 標 準 燦 件

に於 て17Gccの 蒸 氣 を278ｰLの 吸 着 室 に 導 入 せ しに

時間 の徭 過 と共 に其 の 壓 力 は1.33.1.3d.,L20,0.S5,

1)・帥mmと 憂 化 した.茲 に於 て
.温度 を;,。L.=上 昇 せ

し1㍉ 蒸 鼓 と膨脹 に よhで 壓 ヵ は16.65mmと.な ウ此

.は吏 に再 吸 暑 に2り て.蒔 間 の軽 遏 と共 に次 の
.鋤く誠 少

した.'

時 間(L1り12:,1了::otillins13:i .

P`・nm)16,6りli.J3i.na6。775.67J.134.8.'4.G"

で あ る こ とはTaplorが 紙 に礎 證 し た所 τ あ る σ・Am・

唖.;hcm・Suc・・53,589(191;1))・ 叉 吸 管 挙徳占こ逵 す る逃

度が 非 常 に綾 慢 で あ る こ と も活性 化 吸 着 の置 明 とな る

と しτ.ゐ る・

吸 着熟 の 黥 算 箇取 の た め に近 毋 法 と しT:或 一 定 臆

献のそれ.と比較 し,此 れが零なる堵表a..を有す ること.

を示iし;此 れ力詈毒喧こ對一cる盛≡蹙懿生め小、な.る.二.:とも此の

大.なる比表面によるiとしτゐる・(李)一
.18・金 屬 膜 ρ 瞬媒 的性 鷲 と簿 這 匸1〕陰 極

.飛唾 に俵 るPt.

G.LFinck.C.A:¥lu:iwn,Y.Sthart,J,YG.P:

'1'hr・msoo・Pmc・R`伽y。 ..So璧・、141,423-43.(193:1)「:

陰 極 飛睡 に 依 つ てpfるYt薄 膜 の,常 温 に 於 け る

爆 鳴天 斯 反 鰾 の 隅 媒 と して の 活 性 度 と.,飛 唾 條 件 と.r

及 膜 の 橋 造 との 開 係 の 研 究で あ る.陰 極 飛唾 器 は擦 う

合 は ぜ の 蓋 付,ラ.λ コで,陰 極 は 白金 線 で 先 に引 懸 け.

を付 け、 外 か ら封 入 し.た白金 線 に 吊下 げ るL之 に 闘..し

τ 對霹 的 に 二 本 の 硝 子 笹(或 は 石英 等.々)を 同 樣 吊下

げ て:・此 等.を しτ 陽 極 と被 著 物 とを兼 ね しめ る・ 飛 唾

は、..氣壓.0.2一 曜).4m・1聖跏・取.電 懸.1,000-3i㎜V・.ilL・

電 流1-10m.:,.,蒔 間10分 一1時 間 の範 閭 で.種々慶 件 を

燮:じて 多 樣 の 礪 を;aL.Lつた・對 め瀞 蟆 は一 つ を 黹 測 こ於

け る爆 鳴1瓦斯 反 応 の 溺 喋能 を氣 睡 の減 少 漣鐘 力・ら測 定

し.ジ他 は 之 を顯 徽 鈍 うζは 電子 廻 折 に依 つ て其 のuを

研 究.し た。 其 結 果 を緯 括 すれ.ば,

蝿 ・如き櫞 は飆 卿 謝 る一つ・蝋 剛 触ll嚠 來・膜に・・飆 眠鰰 で1・』16・分ih亅

のinduclinoの 後 觸 媒 能 を.螢揮 す る もの,(3)・ とp.能 力

に於 τ差 二 そ あれ 棚.1も 翫 ちに 觚 媒能 を現 は す もの ・

(h},と 及 全 然 屑 楳 と しτ 作 用 の な い もの(C),と が 氓來

の櫞 を麟 室r_入 し・期 温'鯉 化さ世 孀1

に現れる午斯歴を測定 し.Clapegra■}4池u・iu5の式 によ

つ てβ}り2覗'C唹 τIS3kc"1・S暇 睦Cl=.於 て1た ・ のm.く で あ る・(1ゆ を'_'{n^1二MFRす ・ とlh.1ち1こ

　

1・.・f赧輝 聯`少 い敬 ま醸 飜 湘 讎 壁問.
の短 い時出來 るが,之 は陰極からの邁宿な無の影響が

rsいt:め らしい・其は之を211ρ で少時置いて躍 く.と

(t')に威 るか らであ.る・叉(c}は 陰極が暑 ぐなb過 ぎた

is・Gic:al..な る値 を得 てrる ・託 れ はiCiu.iIeに 對 す る

貴 馳 腿 ・xl1よ く一 域 す る そ うゼ あ る・I
I

旗1二 丁詫y重orば ・、且擘{1)3につ きtr.,ば4WｰC以 上 に

於 て 漸 ～活性 化 吸 若 を起 す ものr,あ り,其 の 活 性 化熱

ば"i.5.kcall二.し て 其 の 吸 昔熟 はdU.Ukulよ5大 で.

§7;鵬録 姜紮鍼鏃 麗姦鴇1

沓驚蹴雛 縦澀贐誌1鷺惹蓋1
よhも 少 な る こ とが 解.る・從 つ てAI姦 は 主 に 蹴 水 及

..加水鯛 蝶.と してVIII#る こ とが 理 解 き.れる.@Pち`「:Ly'・

.t・環 め耀 幽 せ る訂ヒが 地 の囓}合 轟こも正 しい事 を見 τ ゐ 葛・

r,ri本 研究.に使 用 せ る.八1曹03の …張氣 吸 溢 能.を他 の 交

(Q)玉二璽 す∋る⇒・らで あ る・

,fir(0.2%09他 に3一 →%の 不純 物有 り)1戸 で 幽

來 る物 は(")ば 出来 事 σ,)と(リ ニ 磁だ けτ ・(blは

lj:の 物 よ り6一 般 に 活性 度 が 大 で氣 燃 を.1L{K"加il1・

〉>sで 減少 さ す 稷の 物 もあ る・

..を.用 ひ て ち殆 ん ど.arと 同 じに な る,

陰 極 飛嘩 の 傑件 其i#の 熱 處 理.と膜q㌃籏 媒的 活性 度

との 極 く大 ざ つ ば な闘 係 を 見付 け た・

(ii)ヌ 顱 徽 笈 に 依 る觀察 力・.ら(n}膜 に は始 め月蜀媒≡的 淵}

性 即心 が 非 常 に少.い が,爆 鳩 葺斯 と觸 れ さ し て置 く.と

E'Xk!1:Fiし 」曾加 し迩 にlndUc宦 「lm期 間 の 終 りに は.(b).

の や うに 虞 る ら しい ・

(iii)夏 に電 子 廻 折{ .=u.る 多様 の寫 眞 と膜 め性 質.と.の比

一(抄 錐)一

断

1

㍗
-

・
・

1

」

4

1

駻

」

咽

1
「
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b
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.一
一 ・'・vtt」..一 一w」 一一rv一

二 ・ 警.呱 ・ ・ .、

亳鄭こ.しτ單な.る結果の取ま.とめに過.ざす㍉.膜の活性tP

心ω本牲を構逍的に説明しτ居ない・

次に.一言隴LXる'$ttth活 性 な膜1鉢 中果1繍 づナ=
し

水毒巾で柵嘗長 ら.く1活性を優つが乾燥した鼠中又は眞

雪…中では少時にして活性を失ふ奉で.ある.(小 野)

」
`

鏤

19::金 罵膜己ρ觸媒的性質と溝遭 〔1〕.Pt

.膜の電氣的献態

`lb」、1!inch及A.Wlfkin,P齪.Ruy三¥iｵ・ ・

.置45,5馨 一cs.(1,3り・

.音巻が義に加熱金窩の覧魚的状態の研究か ら觸媒能

と電郷i11性質 との面に雫行闘係のあ.る.亭を見asし,(朗

難 嶽 抄鯵 照)廻 呻 の邁簿 こ活齢 されt=P・

極が常温でn3C+#.1阻2の 何れに郷虹さしτ も正に荷

電ずお泰貰より・.してb研 究を觸媒能.と電無的状態 との

閲際探求騰登展せ.レめた・

・酒 膜め躯法は懈 晦 載の遞bか ヌ.E34含 を含 まない

膜を得 る麟もo含 を特に除いむ 義τの循潼氣削1で 白

金板..(水で冷却)..よ・..り{飛唾して蓮つた・或膜を内頁 を

鍍鍛 して蜘 した器中の電位翫につながる針金に引懸

げ,想 囑虱斯 を充しで.反懸逋度と奉面電位 と.及荷電蓮

度を一緒に測定 しi一 電子廻折,熱 慮理實繊等と共に

総括すると1,.

(1)零氣的呻 猷 膜は1輝媒としでも.雕魴 るが

電無的に中性.の物は觸媒どしτ.も不活性であ る・(2)活

セヒ尹隻は荷'電蓮度に:直;接比鯒す.る.(3,電子廻折で潤'ミる

・.・.監J...1一=3.哮 晒.戛,

.20・電 鰯 ニ ツ ケ費薄 獲 の 電 銅醺臨抗

F. .じ・.i..i二・sawili.Traps・ 恥 綱 ・.FUL.・

30,Frlay4(1934)...

:w膜 状 の金 飃 或 は 極 φ て 細 い針 僉 の電 氣 抵 抗 及 び そ

の溢 度係 歎が 異状 に 小 な る事 は 多 くの研 究 者 の認 φ る

1獵 鯊離 繍;蕊 暴男醗 ζ囎
薄 膜 は 幽 呵e轡 §1にdの 上 に竃 着せ し.め,.之 を 剃 刀.

1で 贓 し獻 。黼 し。用ひ1_.j'1さ.o.。,画 粉 場.

と膜が活性で.あ.る穉各箱晶が勝手氣儘に.配置して居る1

が不瀧 な脚 配列レ.た黼 を相富持つτ居るの 濡

性蠣 の電殉 折鶴 では瞰 しj_LackgauntS

度は灘 勵;`高い歡 である・(OJ少 時の加熱1嬢 の

性活を潰失サしめ・.夏に加熱を纏けろ≒次第に結晶力`i

破璞.され邃に無定形になる… 噛.

以上の綵 を鎌 の共と緲 付けてVJ活 性の轍

に就τ雄蹟を下せば,

(1)齎 媒 能繍 膜 の 表 画 と り2.均しH,・ヌ・はKiliと の間 ω

稻互作刑に依つて始めτ決定されるも..のであつτ,「・共

場所で陶麟 電氣的崎 電 され 乙・.斯の如 く電氣的性1

n于 の大い.さ.叉13配列1二儀つτ決定されない・從って

活性の冶蕪繭しでそuj.根源はuc子 廻折に依って=り1かに

さtiな い.(3)觸 媒的活性 は規馴立つた配列厂を取 ら・封二

原子②周:り.1ζ集中される・(小 崋P)

」,.

一 く抄

質躪 酷 と.胴切 櫨 鱒 α...の灘 麒 結副

ト

合 雇.;.はシエ ラ.ツ、ク.で葡 強 す るVin:あ つt二・

膜 の厚 さ と表 面 鮮導 度.と の 關係 を觀 弓 と

.」)厚.さ024μ 以一ヒの揚 合 に は

F(表 購 轍}置127写(T(厚 さ.)一喞)・

2)o.iN-0.4y .の 内 で はF=S:6〔Tτ0.⑪8>

s)0.OSｵの 程 度 で はU.31x]UAnhm-1。cm-1

.一 般 に,】 艦㎜fbτ{iが Ψ 既c;emdh麺 に 於 τ蓖 め た

.様な熱 妁 ヒxテ リシ ス現 象 は認 あ らオ・なカ.つ た・

o.os;,の 薄 膜 に 於 て は.そ の 抵 抗 の 温 度係 數 に 次 の.

如 き特 異 看生力書現 れ ナ=,皀卩も囲L三示 す 俵.に.・室 濫 均鱒ら次.

・第 に.温度 を上 げ る に

従 て念 激 に抵 航 は壇

大 し,509C附 近 に於

て極 大 を示 し60。Cニ

↑70'c.に 於 τ憎旦低

下した後は徐々に.止3
'

疑 示す.獣 澱

1.竃 騾 鞴
下 しT.元 の値より少

しく上で停止しr=・

砺 屮 醜 一P。 の櫞 髄.Wc

で敏時間放置すれば清失するが;室 温に數II陶放趾す

れは=再こ障考昆れ る,、 』 巳

この持異性に對する説明は輿へられないが薄膜の構

三蛙当隠化に俵 るものと羽瞭 される・(後藤)

.馳一 ♂噛ρ舶 「～7階'「 一

2董…放辮 熈 め性質峨 てBi`AO;)・

の 興 ふ る.廖質溶 液 に就 て

、Lv.1.lqi>sinek)}.Cwnpしm,ul.,ig8,680-3

(、1934)・...㌧.・.

、ユ711:3年のi悔 珮h及Gαu・Wミki.の 實験 攀噸 種 の

放射 性 元 崇纏 中:re・ui疎 掬.ua同 位 元 素 の騒 類 溶 液.

FtP闘 の或 範圍 内 で コ ロ イ ド溶 液 の 総 て の性 質.を4-f

:2
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))
L

亀

¶

f

響

抄 c7

る亭が知 られた・其の時か ら此の現象の性 質 に就 て

を眞の.コ月イ...ドが生成されたのか,或 は不純物の吸着

かφ と云ふ諭爭が起つた"0・Wem¢rは193且 年 に酸及

鹽簸の存:在に於て・Thb,及Tbcの 溶 液の一定時岡内

に逡心爾離 .さるるThcめ 量 はPllの 園駁 としτ樋大

と極小のある事 を凡出し仁・極大は食鹽の添加の時 も

見出された・NVernerは 不 可親のコロ1ド 的不純物に

よつて吸著されたThcの 負イオンが撥液屮にあると假

定 し,亦 補幼の假殺を作つτ自己の貿驗 を設明しτゐ

る・著者賦此の假定の桟櫨のある亭 を論じ様 としてゐ

るが,Thqに 對 しIVerneiの 覯察 した興床ある事實は

同條件に於τB;同 位元素の行動 を知るな らば,も つ

とよく理鯉.されるだ らうと考へ次の買驗 を行つた・

1甫酸B重 か ら.Biの 同量を含み,PHの 種 々異れる

加 イド溶液を調整する・.質驗 した酸の範鬪内では,

'乳 光度はWcrncrh:蓮 心分離1こ對 して飯察 したのとは

極大 と極小がPHの 直で夫々2・2と3・5にすれてゐるだ

げで他は同じ事の起るのが肉眼でも觀察 され る.此 時

試驗管に.洗積する匿と、溶確中に殘る量は放射性方法

で定量する・然しらつと手取早 くや るため には0.001

MNaC亘 溶 液の一定商數を極大分散度を持つ溶液中τ

ほんのかすかに乳光を¥す ろ樣に溶液に加へτ,1-2
コ

時間後Lら.起る變化か ら大誼の模樣力;分る・元の餌液と

調整 した溶液 とは種々の電解質で沈濃するが負 イナン

に依る影響の方が大であろ・例へば濾液10㏄ にNaCl

lccを 加へて乳光を生 じる時のNaClの 極 小Mo豊 濃度

は10-opt.程 度である.故 にこのBl'Jロ イ ドは正に荷

電 されてゐると考へ られる・(寺元}

22・ 凝 固 の 動 力 學

N・V.ICarekar及A,M,.lktel.Trots.Faro`L

S㏄ ・・..30,493鬩6(193{).

ゾ ル の電 解 質 に よ る凝 固 速 度 は,Smolchawskyの 理

論 監二從 ム哩藷.合ちあ るカ`・然 らざ る場 合 き深 山 見 口亀され

て 居 り,凝 囿 速 度(C・V・)曲 綴 はS俘 形 に して 自AAgh

な る暑 合 が あ.る・所 が 此 の..自鵤肱 が 場 合 に よh見ru .さ.

れ ない 事 に就 きDe5ai〔Trans.Farad.Soc..24,181(19

28)〕 は ゾル の 渡 度,純 度,及 膠 質 粒 子 の 電 荷 に よ る

もの と考へ て居 り・ 本 著 者 の一 人(P)とD㎝iは 虻 の

窓 見 の 正 レき事 を笠 驗 的 ド碗 め 得 た.〔Turns.Farnrl

S㏄"26,ユ28(7930)],故[;C.V.曲 綟 力1自觸 的 な る

原 因 は膠 實粒 子 に 吸 着 せ.る安 定 化 イ オ ンに あ つ τ,こ

へ られ る・本裁文の目的は琵の見解を虚めん どするに

あ.る,

實驗に使用せ るゾルは水酸化=卜.リウム1;..して.dfilller.

法に俵つて製 しrる もの・誌を傳導度測簿用.ホにて稀

釋する事によn任 意の渡度の ゾルを得た,叉 純度は透

析法に.よ5ゾ ル中に任意量の解診劑を含む試料を得る

亦が山來た・凝固速度は光電池を使川する.方法.(Desni..

前出〕1;よb測 定 した.共 の一例を示せるもめが第』.

圖(透 析せ ざδ.ゾルに就 き.得たる縞果)で ある・肥に

第 一 圏

Aメ{画,

逵 ・
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噂 向「416伽 .

於 て 横 軸 は 時 間 を表 は し,縫 軸 の數 値 は光 歪池 に連 結

せ.る電 流 計 の.フ レの 差 を表 は す もの で あつ て.こ れ は

即ち凝雕 ・甥 す・$GjCあ …1瞳雛 の ÷ ・

ルなる記擘は其の漉度がAの}な る事を意味するも

のであh〔aj〔6〕 〔c〕なる記號は圓1こ表示せる瀘度の

?rlgCl,を以 て行へ る箕驗 を表はrナ・

囲によ りC・V・ 曲線がS字 形 をなす事即ち自觸的

である亭が解 る・此の現象はゾルが不純であればあ.る

程よく現はれ るものであつて透析度の逕むにつれτ漸

1次 淌減 し12日 も透析せるものは第二圏の如 く全然滄澱
1第 二 圏
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1す.る のであ名・斯 る現象郎ち自隅能の清滅ナ.る事は一.

定 鈍度のゾルを漸次稀釋 して行 く時にも.現ぽれる・此

嚇 賓は曲穣の鹹 鰍 瞭 粒子上の電荷が紛 に減
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一.一
少せざる周は待嬢するものマあn,電 荷が或極少量に1る1二,ぬ の共騨幅射がこの娼中を遖 る蒔に」匿る蟻牧

漣する:時に蛉 めて淌失すると云ふi'atd及De鵡 ∫前

出).り 翼鹸緒果と一致#'一Eも.のであh,從 つτ著者等

の見解の正 し.き.亭を示す:ものと云つで居.る・又第一.圍

よn一 定漉度の.ゾルにつ き電解質 鞠G聖 の渡度の桑な

るw自 雕 の強.く・現はれ.る事が分 る。.3t31gC1.,につ き.

.御 こ.る結衆をそ.れに對晦するNnCi・ .alci,(Psld及

Ikssi葡 出)の .それ.と比較する時は自雕 の現はれ る.…

傾向ば.醐1,㎎(:,.・ate, .の甑 序に大であると云ムー

これに陽 イ才.ンの安定化能にその電荷に比例する亭を`.

示 し、.C・.V・曲線の目雕 を考皺すa時 にその影饗を.

考 慮1;入 れ ねばなら霞事を示す もので毒ると云つτ居

る.(寺 元)

.盛 急鵜 甑 鷹速度⑳鰰 哮法

L.F「 。m鵬e吸M.Ppla夏 ・yi・Tr鉦ns・Farad・S・e・ ・

甜,519一 ・29(1934)・

冠aど ハpゲ ン化 合 窃.の 反 懸 蓮 度 の 測 定 に 就 て,者

者等依曾1て二つの方法を攣衷し・Vこ・

そのみ?は,極 め.て稀薄な瀘度に於ける煽を觀察す

るも.の肺 つて誹 簾 内に嗣 つで注継 れ砥 應

無體が幽曾ふ部分1二生t'る 反慝帶の幅を測定するので

あ る・ こη 灘 麟 の棚 輪 轡 合 に 限.邯 ひ られ

6tの であ つ τ 反駆 度 も衝 突 歎100中 切 瞰 以 上 に

宥 効 な揚・合 に 隈 られ て居8・ 〔7・・phsy…k・Chem・ ・(R}L

1,(1928).:本 霧吉第3卷 舞;2韓 亅55}{〕

第 二 め 方 法 は ・・diffusiQn.PiethOd"と 呼 ば れ,一 方 の

鮑 が過剃に擁 する容納 に他の無膣を.流.入 す ろ

時,そ の後者の渡度が一定濃度迄減少する距離の測定

に俵 るもめである・ こφ方法は衝突數10中.1の 程度以

上に有効である様な急遖度の場合;二は都合が悪い・〔Z・

phy5ik.Che'm,,(B)11r、97,tユ リ30)〕

新測定法の鳳理は

n=毎 秒容器に注λさ.れるN"覈 無 の量

c.= .睿罨 内のハロゲ.ン化合物の.渡度

N.1寒 常状態で逕行.する反慮帶中あNa.鳳 于の数

なる時,こ の反感速度恒激 は

コカk
.=N

.c'

.に俵 τ典r丶 らオ%こ のn,N及 び .9を.夫 々資 驗 的 に 求

め 乙事 に.あ る,而 しτ.,.n.及 びcは 反應 氣 體 を還 ぶ

'■carrier笋'鹽 の逑 度 か ら計 算 され る.・(前 郭 參 照)

丼 の 訃 算 に 就 て 待 に詳.し く譜 遠 され τ 居 るが,.要 す.

.妖態 を撮彰/レて.,之 を慄準の吸敢寓眞 と比較 し七・睿
ヨ..部分の滾度をラ才 トメータ.冖.で測定しτ..来 々の部分

の 翫 陳子⑫量の線翔を算出ナるのであ..る・

反懸に用ひ.られたのは 撫 と.臭化 メチル及び鹽化 メ

チルで,嚇`揃 者の25分 の.1のikse示 ・レた・齦
.の上昇 と典に僅かで

.あ.る.がが墳加を示しτ居 る・.

〔後藤}
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